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成 人者のつ どい

実行 副委 員長

佐藤恵美子さん( 20歳 )

（石母田字鳬甸28. 松男さんの長女）

今年の成人者は1?1 名。｜月15日の成人式を

前にし た｜月｡6日 ，新成人●たちが親睦を潔

め蠍義ある成人式を迎えようと「成人者のつ

どい」 が行われた。恵美子さんは 。その実行

委員 会副委員長である。
は たちにな って「十代の唄と追ってすべて

の行動に刔し 爽任が感じら れるようになった。

自分 でも佳みよい社会にする ために男力 して

ゆきたい」と抱負を語る。
小柄な体に秘められたファイトが感じられ

る彼女である。　　　　　 ・



たずねて
１月特集

わが町には数多くの史跡が

ありますが、その中で代表的

なもの、あるいは形として残

されているものを取り上げま
した。

岩淵遺跡の復元住居

光明寺跡

二重堀と阿津賀志山古戦場
・山居遺跡

'長坂の茶屋跡と芭蕉の記念碑
大木戸窯跡

石毋田供養塔

阿 津賀志 山

･石毋田城の跡

義経腰掛の松

一
山 田 遺 跡

上野台遺跡

森山古墳群

二重掘跡
古舘

竹ノ内遺跡

義経腰掛の松

梁川町

芭罵の記念碑

阿武隈川



わが町の史跡を
小坂峠碑

成宗墓

石母田城の跡

山崎 城

旧佐藤家住宅
現在福祉センター
隣に保存

藤田城

鹿島神社
旧佐藤家住宅

桑折町
至福島

堰下古墳

八 幡 母 古 喰 出 土 し た石 製 楫 遠品

内
谷
沼
碑

石
毋
田
供
養
塔

説
明
は

次
ペ
ー
ジ
へ

塚
野
目
古
墳
群
と

八
幡
塚
古
墳



わ
が
町
の
史
跡
を
た
ず
ね
て

岩
淵
遺
跡
の
復
元
住
居

岩
淵
遺
跡
は
国
見
町

に
お
け
る
縄
文

時
代
の
代
表
的
な
遺
跡
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
事
。
地
主
扱
藤
忠
一

氏
は
桑
園
を
桃
畑
に
す
る
た
め
に
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
で
桑
を
起
こ
し
た
。
た
ま

た
ま
行
わ
れ
た
分
布
調
査

に
よ
り
遺
跳一

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
昭
和
四

十

八
年
発
掘
鬨
査
の
結
果
、
直
径
六
〇

４

の
石
組
炉
ご

‘一
・
四

Ｕ
の
土
器
埋
設
石

組
複
式
炉
を
持
つ
直
径
七
・
四
Ｕ
の
ほ

ぽ
円
型

の
竪
穴
式
住
居
跡

が
発
見
さ
れ

た
。岩

淵
の
地
は
。
あ
つ
か
し
山
の
す
そ

野
が
牛
沢
川
に
ま
で
伸
び
た
と
こ
ろ
の

丘
陸
地

に
あ
り
、
生
活
を
す
る
の
に
必

要

な
山
の
奉
。
川
の
幸
な
ど
に
極
め
て

恵
ま
れ
た
地
形
と
い
え

る
。

町
で

は
、
こ
の
遺
跡
を
保
存
す
る
た

め
、
昭
和
四
十
九
年
、
多
く
の
人
々
の

協
力
を
受

け
、
三
本
柱
を
手
が
か
り
と

し
て
復
元
さ
れ
た
。

二
重
堀
と

阿
津
賀
志
山
古
戦
場

阿
濘
賀
志
山
は
、
奥
州
藤
原
勢
と
鎌

倉
の
頼
朝
勢
が
攻
防
を
繰
り
広
げ

た
古

戦
場
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
二
重
堀

前

ペ
ー

ジ

よ

り

．

が
当
時
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。

藤
原
勢
は
、
阿
津
賀
志
山
の
中
腹
か

ら
阿
武
隈
川
ま
で
二
重
糲
を
つ
く
り
。

頼
朝
勢
を
防
ご
う
と
し
た
。
し
か
し
。

背
饋
を
襲
わ
れ
て
藤
原
勢
の
敗
北
に
終

り
、
頼
朝
勢
は
平
泉
に
向
か
っ
て
進
軍

し
た
。
藤
原
三
代
の
栄
串
が
夢
と
化
す

そ
の
前
し
よ
う
戦
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。

二
重
堀
は
、
現
在
、
大
木
戸
と
酉
大

枝
に
そ
の
面
彫
を
と
ど
め
て
い
る
。

空
堀
内
は
四
十
慶
か
ら
五
十
度
内
外
の

急
勾
配
の
角
度
を
持
つ
逆
台
形
を
な
し

三
つ
の
土
塁
は
い
ず
れ
も
正
確
な
針
濔

の
も
と
に
遣
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
、
藤
原
氏
の
平
泉
文
化
の
水
準

の
高
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
二
重
堀
遺
構
は

町
を
代
表
す
る
文
化
財
で
あ
る
と
同
時

に
、
県
な
い
し
東
北
地
方
の
歴
史
に
か

か
わ
る
も
の
と
い
え
る
。

長
坂
の
茶
屋
跡
と

芭
蕉
の
記
念
碑

阿
津
賀
志
山
の
中
腹
あ
た
り
に
長
坂

の
茶
屋
跡
と

い
わ
れ
る
場
所
が
あ
る
。

そ
の
道
は
今
で
は
廃
絶
し
て

い
る
が
、

昭
和
四
十
三
年
、
後
世

に
伝
え
る
た
め

に
芭
蕉
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
周
辺
は
、
北
限

の
関
門
と
し
て

還
く
王
朝
時
代
か
ら
和
歌
に
詠
（
よ
）

ま
れ
て
い
た
が
、
俳
人
松
尾
芭
蕉
は
、

実
際
に
自
ら
の
足
で
踏
破
し
、
自
ら
の

紀
行
文
の
中
で
こ
の
地
を
天
下
に
紹
介

し
た
。
奥
の
細
道
の
一
文
、
諤
縦
横
に

踏
ん
で
伊
達
の
大
木
戸
を
こ
す
」
は
、

県
内
の
紀
行
の
終
り
を
つ
げ
る
も
の
と

し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

こ
の
道
筋
は
、
義
経
一
行
が
頼
朝
の

挙
兵
を
知
っ
て
鎌
倉
に
馳
せ
参
じ
。
つ

い
に
は
そ
れ
に
追
わ
れ
て
辛
酸
を
重
ね

て
の
が
れ
た
道
で
あ
る
。

芭
蕉
も
こ
の
碑
の
建
つ
あ
た
り
に
杖

を
運
び
、
茶
屋
の
軒
に
笠
を
か
け
、
義

経
の
境
遇
を
思
い
、
熱
い
涙
に
長
旅
の

破
衣
の
袖
を
し
と
ど
に
ぬ
ら
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

石
母
田
供
養
塔

「
一
山
一
家
の
碑
」
ま
た
は
「
蒙
古

の
碑
」
な
ど
の
名
で
知
ら
れ
て

い
る
こ

の
石
碑
は
、
正

式
に
は
「
石
毋
田
供
贄

塔
」
と
し
て
昭

和
十
年
六
月

に
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
碑
は
高
さ

丁

ハ

メ
ー
ト
ル
、

一
山
一
寧
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
り
、
「
阿
悶
如
来
」
を
表
す
梵
字
と
、

こ
の
哄
簣
石
塔

の
起
源
と
功
徳
を
解
い

た
六
行
の
碑
文

が
効
ま
れ
て
い
る
。

一
山
一
寧
は
。
匸
一
九
九
年
に
「
元
」

の
哽
憎
と
し
て
渡
来
し
。
そ
の
学
徳
に

よ
っ
て
の
ち
に
南
禅
寺
（
京
郁
五
山
の

上

と
な
っ
た
位
の
高
い
寺
院

）
主
と
な

たずねて 年代順

壮年学級学習会の資料より

度部正俊氏作成
平 安 時 代

○橈汀廃寺 （挂江）

○三常院仏像（光明寺）

○山居遺跡 （高城）

○条理のあと　石毋田、森山、大木戸 、高城 、徳江、藤田

塚野目、山崎

○阿津賀志山の い 189 二重堀（大木戸．石毋田

西大枝）

古戦鳩碑（明治18年）

鎌倉時代
○光 明寺跡　 （光明寺）

Ｏ 石毋田供 養 塔 ( 石毋田） （徳 治３ 年〔1308 〕）

○万 福寺跡　 （石毋田）

室町時代

Ｏ塚野目城跡　○石毋田城跡　○古綰（西大技）

〇藤田城跡　 ○山崎城跡　 Ｏ小屋館（小坂）

伊達成宗の墓

○旧佐藤家住宅（県重文）（事保頃】 71 6～34）

○芭蕉の記念碑（昭和43 年 )

○戸賀崎翁碑 （天保４年1833 )

○筆塚碑　　 （寡永３年1850 )

○阿濘賀志山供養碑群（慶応年闘1865～7 ）

Ｏ熊坂遠山の画碑（寛政８～元治元年1976～18  )

○岡部氏の墓 （寛政８年1796 )

○半田銀山の矢筈鉱口

○早田弘道碑（文久３年63  )

○内谷沼改修肥念碑（大正14年）

Ｏ小坂今道新壁記念碑（慶応２年18  )



つ
た
人
で
あ
る
が
、
朱
子
掌
に
詳
し
く

番
に
す
ぐ
れ
た
五
山
文
学
の
柤
の
一
人

で
後
宇
多
天

皇
の
寵
を
受
け
た
名
僧
で

あ
る
。

こ
の
人
の
書
に
よ
る
石
碑
は
関
東
以

北
に
三
暮
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
立
派
な
供
餐
塔
が
石
毋
田

に
あ
る
い

わ
れ
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

石
母
田
城
の
跡

石
毋
田
城
跡
は
、
国
見
町
の
代
表
的

な
城
（
鍠
）
跡
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
る

も
の
で
、
深
く
幅
広
い
堀
を
め
ぐ
ら
し

た
中
世
の
地
頸
館
の
典
型
を
示
し
て

い

る
。
そ
の
規
模
は
、
当
時
の
面
積

に
し

て
約
五
町
歩
、
本
丸
と
お
ぼ
し
き
「
館

の
内
」
そ
の
東

に
横
町
、
爾

に
は
荒
町

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
囲

む
よ
う
に

し
て
外
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
そ
の
内
側

に
家
臣
が
住
ん
で

い
た
も
の
と
思
わ
れ
、

さ
な
が
ら
城
下
町
を
形
成
し
て

い
た
も

の
と

い
え
る
。

城
主
石
母
田
氏
が
。
い
つ
の
頃
こ
の

地
に
人
つ
た
か
は
知
る
べ
き
資
科
も
得

ら
れ
な
い
が
、
一
四
〇
〇

年
代
後
半
に

な
る
と
、
か
な
り
皿
要
な
地
位
に
あ
つ

た
こ
と
が
文
書
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、

か
な
り
古
く
か
ら
住
み
つ
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

義
経
の
腰
掛
松

義
経
の
腰
掛
松
は
阿
津
賀
志
山
の
ふ

も
と
、
国
見
神
社
の
西
に
あ
る
。

噸
朝

に
追
わ
れ
、
奥
州
路
を
下
る
源

義
経
一
行
が
。
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
た

ど
り
つ

い
て
こ
の
地
に
休
ん
だ
と
こ
ろ
、

敷
物

が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
ば
に
あ
っ

た
奢
松
に
腰
を
お
ろ
し
て
休
ん
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
若
松
が
成
長
し
、
後
年
、
東
西

一
九
関
、
南
北
一
八
間
。
高
さ
一
丈
三

尺
に
な
っ
た
と
い
い
、
後
、
里
人
は
義

経
の
武
勲
を
迫
慕
し
、
こ
れ
を
子
孫
に

伝
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

現
在
の
松
は
二
代
目
と
い
わ
れ
、
初

代
の
松
を
し
の
ぐ
美
し
い
形
餓
は
町
の

天
然
記

孝
勧
と
し
て
文
化
財
の
指
定
を

う
け
て

い
る
。

塚
野
目
古
墳
群
と

八
幡
塚
古
墳

塚
舒
目
古

墳
群
は
、
国
見
町
の
塚
野

目
地
区
か
ら
桑
折
町
の
伊
達
崎
字
錦
木

塚

に
お
よ
ぶ
、
県
北
地
方
で
は
最
大
級

の
古
墳
群
で
あ
る
。

伝
え
に
よ
る
と
、
こ
こ

に
は
四
十
八

基
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、

現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
の
が
三
十
四
基
、

古
墳
の
墳
丘
を
と
ど
め
て
い
る
の
が
七

つ
で
あ
る
。
造
ら
れ
た
年
代
は
五
世
紀

か
ら
七
世
紀
と
み
ら
れ
、
中
期
古
墳
（
石

製
模
造
品
や
鉄
剣
が
出

土
し
た
大
型
古

墳

）
を
伴
う
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
八
幡
塚
古
墳

で
あ
る
。
以
前
は
、
直
径
四
十
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
円
墳
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

た
が
、
昭
和
五

十
年
三
月
の
跼
査

に
よ

っ
て
、
長
径
七
十

メ
ー
ト
ル

の
前
方
後

円
墳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
堀
の

幅
が
ハ

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は

Ｉ
・
五
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
の
古

墳
は
県
内
で
も
十
指

に
入
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
破
壊
か

ら
守
り
、
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ぱ
な
ら

な

い
も
の
で
あ
る
。

旧
佐
藤
家
住
宅

高
速
自
動
車
道
敷
地
内
の
遺
跡
調
査

の
豚
、
旧
佐
藤
勝
一
家
の
住
宅
が
調
査

員
の
目
に
と
ま
り
、
江
戸
時
代
中
期
の

農
民
の
代
表
的
な
住
宅
と
し
て
福
祉
セ

ン
タ
ー
わ
き
に
復
元
さ
れ
た
。
こ
れ
は

＊
百
姓
（
中
流
生
活
の
農
民
）
の
一
住

宅
と
し
て
典
型
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、

県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

農
民
と
は
い
っ
で
も
上
流
の
生
活
者

か
ら
水
呑
百
姓
と
い
わ
れ
る
人
々
ま
で

あ
り
、
そ
の
間
に
差
の
あ
っ
た
こ
と
は

住
宅
に
つ
い
て
も
歴
然
と
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
上
流
生
活
書
の
住
宅
は
県
内

で
も
何
軒
か
保
存
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
中
流
以
下
の
住
宅
は
ご
く
一

般
的
で
あ
る
故
に
保
存
さ
れ
に
く
い
面

を
持
っ
て
い
る
。

わが町 の史跡を旧石器時代

;1; まjl:L

）1
万年ぐらい前

縄文時代

○岩淵逸跡｛高娘｝　　4 ～5. 年ぐらい前

○山田遺跡（光明寺）　4 ～3. 年ぐらい前

○川原遺跡（小 坂）　3  ､ 年ぐらい前

○竹の内遺跡（西大枝）　3 ～2.2  年ぐらい前

弥生時代

Ｏ堰下遼跡 （泉田）

○山居遺跡 （嵩城）

○根岸遣跡（西大枝）　1.78 年ぐらい前

○竹の内遺跡（西大枝）

○中山遺跡 （友浦）

古墳時代

○太田川遠路（森山） （西暦400年代の初め）

○反畑祭祀遺跡（徳江）（ 間　上 ）

○矢目祭祀遺跡（塚野目）（　同 上 ）

○市寺田遺跡(  塚 野 目 ) 年代〉

○堰下古墳 （泉田） （西暦400年代の初め）

○八幡塚古墳（塚野目）（西暦４００年代の中頃）

○錦木塚古墳（伊達崎）（西暦600 年代の中頃）

○森山古墳群（森山〉 （西暦600年代の終り頃）

○大木戸古墳群（大木戸）（西暦600年代）

○涌水古墳群（大木戸）（西暦700年代の初め）

奈 良 時 代

○大木戸窯跡群（大木戸）（西暦700年代中頃）



町
勤
労
者
互
助
会
が
発
足

組
織
の
な
い
労
働
者
へ
融
資

未
組
織
労
働
者
融
資
制
度
勤
労
者
互

助
会
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
「
広
報
く

に
み
」
等
で
お
し
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
昭
和
五
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
県
と

町
が
協
力
し
て
、
労
働
組
合
な
ど
の
組

繊
を
も
た
な

い
商
店
や
事
業
所
に
勤
め

る
方
々
を
対
象
に
融
資
の
道
を
閥
き
、

勤
労
者
の
生
活
安
定
と
福
祉
の
向
上
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
．

貰
付
を
受
け

る
た
め
に
は
．
町
の
勤

労
者
互
助
会
の
会
只
と
な
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
．
町
で
は
、
互
助
会

設
立
の
た
め
、
か
ね
て
よ
り
関
係
機
関

の
指
導
を
得
な
・が
ら
準
備
を
進
め
、
さ

る
十
二
月
二
十
五
日

、
町
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
般
立
総
会
に
お
い
て

一

児
町
勤
労
者
互
助
会

が
発
足

い
た
し

ま
し
た
。

互
助
会
の
事
業
は

①
会
員
に
対
し
て
の
生
活
資
金
、
住
宅

資
金
の
貸
付
桑
務

②
会
負
の
加
入

促
進
に
関
す
る
事
業

②
会
Ｍ

の
親
睦

に
関
す
る
事
業

な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
会
員
は
二
十
四
名
で
す
が
、
互

助
会
で
は
。
会
員

刄
十
名
を
目
標
に

入
会
申
込
み
を
覺

付
け
て
い
ま
す
。

互
助
会
の
融
資
条

件
。
役
貝
は
次
の

と
お
り
で
す
。

生
活
資
金

（
無
担
保
）

用

途
生
活
資
金
全
般

触
責
額

五
〇
万
円
ま
で

利

率

年
利
八
・
八
八
％

保
証
料

年
〇
・
七
三
％

退
済
方
法

月
賦
返
済
｛
1
1回
払
、
2
2

回
払
、
3
5回
払
、
貸
付
期

間
は
三
年
ま
で
｝

住
宅
資
金
（
土
地
、
建
物
担
保
）

用

途

土
地
、
建
物
の
購
入

新
築
、
増
改
築
資
金

触
資
額

五
〇
〇
万
円
ま
で

利

率

年
利
八
・
七
六
％

た
だ
し
変
助
金
利
剖

保
征
科

年
○
二

八
％

返
済
方
法

月
賦
ま
た
は
ボ
ー
ナ
ス
併

用
返
済
（
貸
付
期
間
は
1
2

年
ま
た
は
旧
年
）

借
入
れ
申
込
み
の
で
き
る
方

次
の
三
つ
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
満
二
〇
歳
以
上
の
方

②
「
一

見
町
勤
労
者
互
助
会
」
の
会
輿

で
、
入
会
後
一
ヵ
月
以
上
経
遇
し
て

い
る
方

⑤
事
業
所
（
商
店
も
含
む
）
の
従
業
只

と
し
て
二
年
以
上
継
続
し
て
勤
務
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
助

務
し
よ
う
と
す
る
方

東
な
お
申
込
み
な
ど
く
わ
し
く
は
、
町

役
鳩
産
業
課
へ
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
番
号
の

問
い
合
わ
せ
は

ラ
ッ

シ
ュ
ア
ワ

ー
を
避
け
て

電
竃
公
社
の
番
号
案
内
は
二
十
四
時

間
サ
ー
ビ
ス
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
閥

い
合
わ
せ
が
集
中
す
る
時
間
帯
は
人
の

活
助
と
同
じ
で
、
午
前
九
時
か
ら
午
擒

五
時
ま
で
の
間
に
、
そ
の
日
の
約
六
五

％
が
集
中
し
ま
す
。

こ
の
中
で
も
、
午
前
十
時
か
ら
十
一

時
と
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
が
〃
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
″
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が
「
な
か
な
か
出
な

い
」
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

な
る
べ
く
電
話
帳
を
引
く
か
、

”
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
″
を
避
け
る
の
が
賢
明

で
す
。

互助 会役員

役職名 氏　　 名

会 長

副会長

理 事

●

監 事

・

佐 藤 善右工門

曳 地　善 作

＊ 田　吉 助

大 内　正 美

吉 田 勝 由

宇佐美 兵 蔵

伊 藤 一 敏

実 沢　重 雌

菅 野　正 右

佐 藤 正 司

浪
曲
の
文
句
に
「
か
ご
に
乗
る
人
か

つ
ぐ
人
。
そ
の
ま
た
わ
ら
じ
を
つ
く
る

人
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
今
日
の
世

相
は
か
ご
に
乗
り
た
が
る
人
ば
か
り
多

く
、
か
つ
ぐ
人
や
わ
ら
じ
を
つ
く
る
人

は
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
で

、

地
昧
で
、
根
気
が
い
り
、

か
つ
苦
労
の

多
い
仕
事
の
統
計
躙
査
員
は
、
ま
さ
に

「
わ
ら
じ
を
つ
く
る
人
」
と

い
え
る
。

昭
和
五
十
一
年
六
月
、
統
計
調
査

の

円
滑
な
遂
行
と
、
訓
査
員
の
親
睦
を
は

か
る
た
め
に
国
見
町
統
針
調
査
員
協
議

会

が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
初
代
か
ら
の

会

長
が
佐
藤
優
雄
さ
ん
（
泉
田

字
川
南

二
八

）
で
あ
る
。
『
昭
和
四

十
八
年
度

に
県
農
業
基
本

調
査
が
実
施
さ
れ
ヵ－
く

な
っ
て
か
ら
、
と
も
す
れ
ば
う
す
れ
が

さ
な
相
互
の
連
帯
睇
を
強
め
、
意
識
の

向
上
を
は
か
る
」
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て

い
る
。

現
在
、
町
の
調
奪
員
は
八
十
一
名
。

統
計
思
想
の
普
及
、
な
ら
び
に
各
種
統

叶
飼
査
に
従
事
、
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
中

に
も
禎
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
昨
年
は
、
八
月
に
相
馬
市
で

行
わ
れ
た
県
統
計
大
食
に
参
加

。
町
と

し
て
は
初
め
て
の
賦
み
だ
っ
た
が
、
四

十
五
人
の
閊
責
只
が
参
加
し
、
統
計
に

つ
い
て
の
視
野
を
広
げ
て
き
た
。

最
近
の
経
済
情
勢
は
、
国
内
的
に
も

国
際
的
に
も
複
雑
多
様
化
し
、
そ
れ
に

伴
い
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
統
叶
の
需

要
が
増
大
し
て
き
た
。
国
、
県
、
市
町

村
の
み
な
ら
ず
、
民
間
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
指
針
と
し
て
広
く
統
計
を
利

用
し
て
お
り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
が
、
そ

の
陰
に
あ
る
調
責

員
一
人
一
人
の
涙

ぐ
ま
し

い
努
力
を

忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。「

岡
査
の
た
め

に
各
家
を
訪
問
し

て
も
。
い
つ
も
留

守
だ
っ
た
り
。
ま

た
、
回
答
で

き
る

経
営
者
が
出
稼
ぎ

に
出
て
い
た
り
し

て
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
で
き
な

か
っ
た
。
近
年
は

町統計調査員協議会会長

佐 藤 俊 雄 さ ん

あ
の
人
こ
の
人



と
く
に
専
桑

農
家
か
ら
兼
業
へ
の
移
行

が
目
立
ら
、
農
業
の
圧
迫
は
き
び
し
い

も
の
が
あ
る
Ｊ

初
代
農
脊

連
会
長
。
ま
た
、
現
在
、

農
協
篇
一
理

事
と
し
て
活
躍
す

る
佐
藤

さ
ん
。
猫
の
目
の
よ
う
に
変
わ
る
国
の

農
桑
政
策
へ
の
批
判
も
チ
ラ
リ
。

「
そ
れ
か
ら
、
商
業
・
工

業
統
針
鯛

査

な
ど
、
金
額
を
記
入
し
て
も
ら
う
調

査
は
大
変
苦
労
す
る
．
大
部
分
の
方
は

税
金
と
は
全
く
関
係
な
い
と
わ
か
つ
て

く
れ
る
が
、
や
は
り
、
ま
だ
ま
だ
敬
遠

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
Ｊ

わ
が
国
の
統
計
鯛
査
は
、
最
も
大
が

か
り
な
国
勢
調
査
を
は
じ
め
、
農
業
．

商
業
．
工
桑
．
漁
業
．
事
業
所
、
住
宅

果
樹
…
…
…
い
ず
れ
も
国
民
生
活
の
基

礎
と
な
る
震
要
な
調
査
で
あ
る
．
少
し

で
も
い
い
加
減
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
一

つ
一
つ
の
誤
差

は
わ
ず
か
で
も
総
体
の

デ
ー
タ
と
な
っ
た
と
き
、
信
頼
性
の
う

す

い
関
連
性
の
な

い
結
采
と
な
る
。

「
や
は
り
何
と

い
っ
て
も
、

‐‐
般
の

方
々
の
協
力
を
切

に
お
願
い
し
た
い
。

そ
し
て
、
よ
り
早
く
、
よ
り
正
確
に
と

い
う
統
肝
の
目
標
に
向
か
っ
て
会

員
一

同
努
力
し
て
ゆ
き
た

忿

佐
藤
さ
ん
は
そ
の
ほ
か
交

通
安
全

対
策
協
議
会

や
町
簡
耨
水
道
協
議
会
の

幹
部
と
し
て
も
忙
し

い
日
々
を

お
く
っ

て
い
る
。
そ
の
忙
し

い
一
日
の
疲
れ
を

い
や
す
の
が
、
毎
日
の
晩
酌
。
娘
た
ち

に
は
「
水
道
の
水

は
断
水
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
お
父

さ
ん
の
水
は
き
れ
た
こ

と
が
な
い
」
と
言

わ
れ
て
い
る
と
か
。

娘
四
人
は
す
で

に
嫁
ぎ
、
末

っ
子
の

長
男
は
仙
台
の
大
学

に
在
学
中

。
た
だ

い
ま
、
奥
さ
ん
と

”水
入
ら
ず
″
の
毎

日
で
あ
る
。
ご
存
知
だ
と
思
う
が
。
総

評
の
富
壕
事
務
局
長
は
佐
藤
さ
ん
の
実

弟
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
生
ま
れ
。

早
く
も
ら
え
る
国
民
年
金

た
だ
し

減
額
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
老
船
年
金
や
通
算
老
齢

年
金
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
に
な

っ
た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
六

十
歳
を
す
ぎ
て
い
れ
ば
、
こ
の
年
齢
を

繰
り
上
げ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
、
年
金
の
繰
り
上
ぴ
晴
求

と
い
い
ま
す
。

こ
の
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
る
老
齢
年

金
や
通
算
老
齢
年
金
の
額
は
、
繰
り
上

げ
綿
求
を
し
な
か
っ
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
額
よ
り
、
年
齢
に
応
じ
て
次
の
率

で
減
額
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ
て

受
け
る
年
金
は
生
涯
同
じ
率
で
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
た

と
え
ば
六
十
五
歳
、
あ
る
い
は
七
十
歳

に
な
っ
た
と
き
で
も
、
減
額
し
な
い
年

金
の
額
に
復
活
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
摶
求
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
に
検

討
し
て
下
さ
い
。

六

十

歳

六
十
一
歳

六
十
二
歳

支
給
希
望
年
齢

4
2
％

3
5
％

黯

％

滅
縣
さ
れ
る
率

六
十
三
歳

六
十
四
歳

2
0
％

1
1
％

歳
時
記

節
　
分

節
分

か
近
づ
く
と
．
一
合
（
〇

・

一
ハ
リ
ッ
ト
ル
）
マ
’へ
に
入
っ
た
イ

リ
豆

が
お
菓
子
屋
さ
ん
の
店
頭
に
姿

？
見
せ
ま
す
．
昔
は
、
台
所
に
あ
る

一
升
マ
ス
に
イ
リ
豆
を
入
れ
て
．

『
鬼

は
外
、
福

は
内
』

と
ま
い
た
も
の
で
す

が
．
今
は
、

不
－

ト

マ
チ
ッ
ク
式
の
計
量
米

び
つ

の
普
及
で
．
マ
ス

は
台
所
か
ら
消
え

て
し
ま
っ

た
の
で
．

節
分
の
イ
リ
豆
は
、

マ
ス
に
入
っ
た
も

の
が
人
気
の
よ
う

で
す
．

そ

れ
も
、
甘
は
．

ま
い
た
豆
を
子
供

た
ち
が
わ
れ
勝
ち

に
拾
っ
て
食
べ
た

も
の
で
す
が
、
今

は
床
の
豆
を
拾
う

な
ん
て
不

衛
生
と
い
う
こ
と
で
、
形

ば
か
り
の
豆

ま
き
を
す
る
寒

が
多
く

な
り
ま
し
た
。
節
分
の
翌
朝
、
団
地

の
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
、
（

卜
た
ち

が
群

が
り
ま
す
。

節
分
と
は
、
も
と
は
節
、
す

な
わ

ち
季
節
の
分
か
れ
目
の
こ
と
で
、
立

春
、
立
夏

、
立
秋
、
立
冬
の
前
日

が

す
べ
て
節
分
と
い
う
わ
け
で
す
。
た

だ
、
立
春
は
一
年
の
境
い
目
と
い
う

こ
と
で
重
く
み
ら
れ
、
と
く
に
立
春

の
前
日
だ
け
を
節
分
と
い
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

新
暦
で
は
、
毎
年
二
月
三
日
か
四

日
。
今
年
は
三
日
で
す
。

こ
の
日
に
除
災
の
た
め
に
、
鬼
打

ち
、
ま
た
は
豆
ま

き
と
称
し
て
、
イ

リ
豆

を
ま
い
て
鬼

を
追
い
は
ら
う
行

事

が
、
神
社
仏
閣

や
家
庭
で
行

わ
れ

て

い
ま
す
．
今
は

少
な
く
な
り
ま
し

た
が
．
こ
の
略
．
ヒ

イ
ラ
ギ
の
枝

に
イ

ワ

シ
の
頸
を
刺
し

て
Ｉ尸
口
に
か
ぎ
る

地
方
も
あ
り
ま
す
．

い
ま
．
大
豆

は
、
九
七
・
四
％

か

輸
入
で
、
大
部
分
が
ア
メ
リ
カ
産
．

と
い
っ
て
も
、
み
そ
、
し
ょ
う

ゆ
、

と
う

ふ
、
納
豆

な
ど
日
本
を
代
表
す

る
食

べ
も
の
の
原
科
の
豆

が
ほ
と
ん

ど
ア

メ
リ
カ
製
な
の
で
す
か
ら
、
福

豆

が
ア
メ
リ
カ
製
で
も
、
ち
っ
と
も

お
か
し

い
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す

か
．



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電2  6 7 6
話 4 1  5  6

成
人
の
日
に
寄
せ
て

公
民
館
長
　
吉

田

貞

造

終
戦

じ
り
じ
り
と
焼
け
つ
く
よ
う
な
太
陽

が
照
り
輝
く
八
月
十
五
日
、
そ
の
日
の

正
午
に
第
二
次
世
界
大
戦
は
終
り
を
告

げ
た
。
そ
れ
は
今
か
ら
三
十
有
余
年
前

の
昭
和
二
十
年
で
あ
っ
た
。
真
実
を
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
一
鮫
国
民
に
と
っ
て

敗
戦
と
は
極
め
て
意
外
で
あ
っ
た
が
。

昭
和
十
二
年
以
来
の
畏
期
に
わ
た
る
無

理
な
戦
争
で
す
っ
か
り
疲
れ
果
て
た
日

本
に
と
っ
て
は
、
至
極
当
然
の
結
果
で

あ
っ
た
。

戦
争
に
敗
れ
た
Ｉ
民
は
、
燈
火
管
制

の
続
い
た
長

い
間
の
戦
時
体
制
か
ら
解

放
さ
れ
て
ほ
っ
と
し
た
。
そ
し
て
、
竃

燈
の
覆
（
お
お

い
）
を
は
ず
し
た
明
る

い
夜
が
再
び
か
え
っ
て
き
た
。
し
か
し

国
土
は
す
っ
か
り
荒
れ
果
て
。
勧
資
と

食
糧
が
極
度
に
不
足
し
た
。
そ
こ
か
ら

国
民
は
、
虚
脱
と
混
迷

。
不
安
と
助
揺

の
苦
し

い
生
活
が
始
ま
っ
た
。
農
村
は
、

職
を
失
っ
て
都
会
か
ら
も
ど
っ
た
復
貫

軍

人
で
人
口
が
に
わ
か
に
膨
彊
し
、
時

な
ら
ぬ
空
し
い
賑
（

に
ぎ

）
わ
い
を
呈

し
た
。
そ
ん
な
時
代
に
私
達
は
青
年
期

を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

私
達
は
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま

で
は
」
の
標
語
を
合
曾

葉
に
、
心
も
体

も
び
ん
と
彊
り
つ
め
て
、
た
だ
一
つ
。

「
勝
利
の
日
」
を
僑
じ
て
純
粋
に
生
き

て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
私
情
を
犠
往
に
し

て
ぐ
っ
と
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
生
き
て

き
た
。
そ
れ
が
、
全
く
予
期
も
し
な
か

っ
た
「
敗
職
」
と
い
う
冷
厳
な
現
実
の

前
に
、
祖
国
は
音
を
た
’て
て
崩
れ
去
っ

た
。
私
た
ち
は
、
そ
の
戦
禍
の
跡
も
空

し
い
彜
櫨
の
中

に
立
っ
て
、
し
み
じ
み

と
虚
脱
感
を
昧
わ
っ
た
。
日
本
は
再
び

立
ち
上
が
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
さ
え
思
っ
た
。

卜

復

興
－

し
か
し
、
そ
の
荒
廃
と
混
乱
の
中

に

あ
っ
て
、
や
が
て
ま
た
一
つ
「
祖
国
復

典
」
と
い
う
大
き
な
輝
か
し

い
希
望
を

も
つ
た
国
家
的
目
標
が
芽
生
え
て
き
た
。

そ
れ
は
、
封
建
主
碇
的
、
全
体
主
義
的

な
旧
体
制
を
廃
し
て
「
民
主
主
義
」
と

い
う
新
し
い
思
想
の
上
に
立
っ
た
祖
国

の
復
典
で
あ
る
。

巷
（
ら
ま
た
）
に
溢
（
あ
ふ
）
れ
る

私

た
ち
農
村
青
年
は
、
互

い
に
人
に
先

ん
じ
て
民
主
主
義
を
勉
強
し
た
。
そ
れ

は
、
極
め
て
多
様
性
に
富
ん
だ
、
新
鮮

で
魅
惑
的
な
み
ず
み
ず
し

い
思
忽
で

あ

っ
た
。
青
年
達
は
。
い
も
を
か
じ
り
、

野
草
を
食

べ
て
空
腹
を
満
た
し
「
民
主

主
義
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
う
命
題
の
も

と
に
、
夜
を
徹
し
て
自
由
を
論
じ
、
平

等
を
論
じ
合
っ
た
。
そ
れ
は
果
て
し
な

い
論
議
で
あ
り
、
ま
た
、
飽
く
な
き
夢

が
あ
っ
た
。

一
方
、
イ
ン
フ
レ
が
ど
ん
ど
ん
進
行

す
る
中
で
。
生
活
は
日
に
日

に
苦
し
く
、

食
糧
不
足
も
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
農
村
の
果
た
す
役
割
は
た

い
へ
ん
大
き
い
も
の
と
な
っ
た
。
農
村

胄
年
は
、
わ
れ
お
く
れ
じ
と
農
裏
技
術

の
体
得
と
研
さ
ん
に
精
励
し
た
。
そ
し

て
、
や
が
て
花
鬨
く
で
あ
ろ
う
日
本
の

将
来
に

遥
（
は
る
）
か
な
る
想
い
を
馳

（
は
）
せ
て
「
農
業
立
国
か
」
「
工
業

立
国

か
」
と
口
角
あ
わ
を
飛

ば
し
て
論

じ
合
っ
た
。
巷
は
ま
さ
に
百
花
繚
乱｛
り

よ
う
ら
ん
｝、
百
家
争
鳴
（
そ
う
め
い
）

の
艱
わ

い
で
あ
っ
た
。
ぼ
ろ
着
を
ま
と

い
、
空
腹
を
か
か
え
な
が
ら
も
青
年
は

大

き
な
夢
と
理
想
を
抱
い
て
、
充
実
感

と
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

－

戦
後
三
十
年
ト
ト

職
後
三
十
年
。
日
＊

は
敗
戦
の
痛
手

に
も
め
げ
ず
雄
々
し
く
立
ち
上

が
り
、

今
や
世
界
の
鰹
済
大
国
に
な
っ
た
。
欲

し
い
物
は
何
で
も
手
に
入
り
、
言

い
た

い
こ
と
は
自
由
に
首
え
る
世
の
中
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
今
の
青
年
は
本
当
に

充
実
し
た
、
そ
し
て
活
力
に
滴
ち
た
幸

福
感
を
抱
い
で

い
る
で
あ
ろ
う
か
。
あ

の
復
興
時
代
の
よ
う
に
、
青
年
の
若
い

血
潮
を
奮
い
た
た
せ
る
よ
う
な
国
家
的
、

民
族
的
目
標
が
今
の
社
会

に
は
見
当
ら

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
あ
る
の
は
、

社
会
の
歪
（
ひ
ず
み
）
で
あ
る
。
そ
叨

歪

を
正
す
論
議
も
行
動
も
そ
れ
な
り
に

尊
い
も
の
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
ぜ

か
そ
の
論
議
は
否
定
的
で
、
そ
の
行
動

は
破
壊
的
で
退
廃

的
な
６
じ
が
し
て
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
、
平
和
と
安
定
の
長

期
化
に
よ
る
必
然
的
な
社
会
現
象
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。

一
方
。
民
主
的
な
自
由
社
会
は
、
必

然
的
に
価
値

感
の
多
様
を
も
た
ら
し
、

一
人
一
人
の
目
標
が
個
別
化

さ
れ
て
ゆ

く
面

も
見

逃
す
こ
と
の
で
き
な

い
事
情

で
あ
り

。
こ
れ
ま
た
自
由
主
健
社
会

の

当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
も
っ
と
青
年
の
情

熱
を
純
粋
に
結
集
で

き
る
、
大
局
的
で

ロ
マ
ン
の
あ
る
大
目
標
を
欲
し
い
も
の

だ

と
思
う
。
か
え
り
み
て
、
私
は
何

か

少
し
物
足
り
な
い
よ
う
に
思
う
こ
の
頃

で
あ
る
。



冬
季
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
お
知
ら
せ

動
き
の
に
ぷ
い
冬
季
シ
ー
ズ
ン
は
、

と
か
く
運
動
不
足
に
な
り
が
ら
で
す
。

み
ん
な
と
一
緒
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
行

事
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
会
の
部

○
国
見
町
町
民
卓
球
大
会

期

日
　
5
4

年
２
月
2
5
日
（
口
）

時

間
　

午
的
９
時
開
会

会

場
　

町
民
体
育
館

Ｏ
国
見
町
公
民
館
長
杯
家
庭

バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

期

日
　
5
4

年
３
月
４
日
（
日
）

時

間
　

午
前
９
時
間
会

会

場
　

町
民
体
育
館

教
室
の
部

○
山
形

蔵
王
ス
キ
ー
教
室
（
第
一
回
）

期

日
　
5
4

年
１
月
2
8
日
（
日

）

集
合
時
間
　
　
　

午
前
５
時
3
0
分

集
合
魯
所
　

町
公
民
館

会

費
　

二
召
呂

円

○
天
元
台
ス
キ
ー
教
童
（
第
二
回
）

期

日
　
5
4

年

２
月
1
8
日
（
日
）

！

蒔
間
　

午
前
６
時

集
合
塒
所
　

町
公
民
館

会

費
　

一
、（

呂
円

○
卓
球
教
室

期

日
　
5
4

年
２
月
２
　口
　（

木

）

２
月
2
2日

（
木

）

時

間
　

午
後
７
時
3
0分

か
ら

々
９
時
ま
で

○

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室

期

日
　
5
4

年
３
月
２
日
（
金

）

３
月
９
日
（
金

）

時

間
　

午
後
７
時
3
0分

か
ら

ク
９
時
ま
で

会

場
　

町
民
体
育
館

※
く
わ
し
く
は
公
民
館
へ
。

ご
存
知
で
す
か

一
日
の

ス
ポ
ー
ツ
時
間

男

性
1
2分
　

女
性
５

分

私
た
ち
口
本
人

が
一
日
に
ど
の
く
ら

い
の
時
間
を
運
動

に
当
て
て
い
る
か
。

ご
存
知
で
す
か
。

男
は
十
二
分
間
、
女
は
わ
ず
か
五
分

間
―

こ
れ
が
、
国

民
一
日
一
人
当
た

り
の
平
均
ス
ポ
ー
ツ
時
間
で
す
。
最
近

の
日
本
人
は
、
一
日
五
時
間
以
ｋ

の
自

由
時
間
を
も
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
こ

の
時
間
は
主
と
し
て
テ
レ
ビ
、
ご
ろ
寝
、

新
聞
、
雑
誌
な
ど
に
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
の
間
に
体
が
な
ま
っ
で
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
Ｉ

。

夫婦なかよく
さくら んぼ学級とは、

公民 館を中心とした若

い夫婦の集まり です。

さくらんぼ学級生　その7

佐
　

野
　
　

守
　

さ

ん

（
三
三
）

ミ

キ
子

さ

ん
（
二
九
）

徳
江
字
東
3
5

長
女

貴
子
ち
ゃ
ん
（
七
）
長
男

勉
く
ん
（
五
）

《
家
族
〉

夫
婦
、
子
ど
も
二
人
、
父
と
母

《
結
婚
し
た
の
は
》

昭
和
四
十
五
年
三
月
。

さ
く
ら
ん
ぼ
学
級
の
中
で
は
、
一
番

の
古
株
（
？
）
な
が
ら
。
お
二
人
と

も
と
っ
て
も
若
い
。

青
年
会
活
動
で
畑
り
合
っ
た
二
人
。

一
牛
囗
と
離
れ
て
い
な
い
ミ
キ
子
さ

ん
の
冢
へ
、
手
み
や
げ
を
持
っ
て
毎

日
通
っ
た
と
か
通
わ
な
い
と
か
…
…
。

守
さ
ん
は
大
の
歌
好
き
。
演
会
で

は
も
ち
ろ
ん
主
役
。
ま
た
。
ミ
キ
子

さ
ん
も
、
明
る
く
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
富

み
、
一
家
そ
ろ
っ
て
笑
い
が
絶
え
な

１

０

し

あ
つ
か
し
俳
句
会

仏
の
子
み
ん
な
寒
か
ろ
ち
ゃ
ん
ち
や
ん
こ

奥
山

甲
二

冬
ざ
る
る
わ
が
故
郷
は
も
っ
と
北
　
　
　

斎
藤
黄
鵬
楼

こ
の
嶝
も
通
い
古
り
た
り
冬
紅
葉
　
　
　

熊
田
　

一
陽

寺
の
町
ご一
十
三
ヶ
寺
落
葉
か
な
　
　
　
　

野
村
た
か
し

風
邪
の
眼
に
う
つ
ろ
に
う
つ
る
置
時
計
　

藤
田

勝
衛

草
の
絮
何
処
へ
旅
立
つ
今
朝
の
空
　
　
　

加
藤

痴
仏

し
き
た
り
の
業
も
果
て
た
り
十
二
月
　
　

佐
久
間
山
月

・
山
眠
る
焦
月
の
一
灯
光
り
け
り
　
　
　
　

須
田

泰
山

・
侘
助
は
老
の
こ
人
に
一
つ
咲
く
　
　
　
　

奥
山

雨
田

舎
を
隧
つ
茜
に
幕
る
る
半
田
山
　
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

’小
春
日
や
老
に
旬
ご
こ
ろ
砧
心
　
　
　
　

阿
部

亭
司

・
文
芸
を
晧
る
友
あ
り
漱
石
忌
　
　
　
　

佐
藤

岡
槻

扇
拈
る
る
み
ち
の
く
い
つ
も
地
は
だ
濡
れ

阿
部
し
げ
を

洫
く
年
や
洗
い
流
し
て
絵
皿
筆
　
　
　
　

羽
賀

え
い

白
の
出
前
出
か
け
る
夫
に
霜
柱
　
　
　
　

熊
坂

き
よ

叱
ら
れ
た
幼
き
頃
や
虎
落
笛
　
　
　
　

角
剛

昭
子

検
問
の
巡
査
浮
彫
冬
の
月
　
　
　
　
　

赤
間
は
る
子



｜月　睦月（むつ睿）
016日・やぷ入り
021日 一大寒
027日 一国歓制定妃翕日

２月　如月｛きさらぎ｝
０３日・節分
０●日・瀘春
０８日・冊餓養
ｏｎ日・建国記念日
014日・型バレンタインデー

日本の伝統色　 ピ ンクとかグ
リーンといった外国 式の呼び方

と違った日＊古来からの呼び名、
たとえば紅梅色、紅赤、深紅、

からく れない、哮紅色- こう
並べてあなたはどんなａ を思い
浮かべ ますか。このはか箭竹色、

洩葱(あさ約萌 黄1もえ●)とき色、
ひわ色。いずれも春を鵬じ させ

る色 としていまもお正月の晴 れ
着や帯揚げによく使 われており
ます。日＊ の伝統色名はどのく

らいある かとい うと ｒ日本仕1売
色名JI 二は1118あまりが解鰻さ
れてい ます。色名の成立は植物

染料 からが一番多く、紅花。藍(

めい)。紫草などが古くから爍わ
れていたもので。いわば 代表格
です。

色の呼び方も裏に変化に富み、
四季の花木にちなむ桃色や桜色、
山吹色、藷色などやトリ、動物 、

果物、顔料、陶借器などから名
づけら れたものも多いようです。

どの位を身近に感じるかは人に
ようて違いますが、自然に恵ま

れた国ならではの文化遣風のー
つとい えましょう。

心配ごと相談日

鳩所：役場宿直室

時間：９畤～12時

こまったこと や心配ごと がゐり

ましたらお気軽 にご相談下さい。

秘密は絶対に守ります。

｛相 談 員｝

１月25 日 (木）佐 藤　　 勝

佐 藤 マ サイ
２月５日（月）大　内　　 稔

軛　内　ひ　で

２月15 日 (木）桜　沢　　 正

村　上　ハツヨ

２月 日 (土）鈴　木　正　雄

佐久間　い　ち

二
十
歳
を
迎
え
て

森
江
野
　

横
山
聖
子

近

頃

『

成

人

式

な

ん

て

ナ

ン

セ

ン

ス

』

と

ば

か

り

。

式

に

出

な

い

人

が

増

え

て

い

る

と

か

１

．

実

際

、

私

の

ま

わ

り

に

も

「
成

人

式

な

ん

て

出

な

い

」

と

曹

っ

て

い

る

人

も

い

ま

す

。

し

か

し

、

私

は

ひ

と

つ

の

行

事

と

し

て

、

そ

し

て

自

分

の

中

に

あ

る

く

ぎ

り

を

つ

け

る

た

め

に

も

『
成

人

式

』

と

い

う

も

の

は

大

切

で

あ

る

と

思

う

の

で

す

。

二

十

歳

を

迎

え

て

思

う

こ

と

、

そ

れ

は

、

常

に

あ

る

信

念

を

持

っ

た

生

き

方

を

し

た

い

、

と

い

う

こ

と

で

す

。

『
Ｇ
　
０
　
Ｉ
　
Ｎ
　
Ｇ
　
Ｍ
Ｙ
　
Ｗ
Ａ
　
Ｙ
　
よ

こ
の
こ
と
ぱ
が
好

き
で
す
。
た
だ
な
ん

と
な
く
時
が
遇
ぎ
る
の
を
待
つ
の
で

は

な
く
、
積
極
的
に
生
き
る
人
生
－

私
は
私
の
道
を
行
く
↓

ば
ら
し
い

と
思

い
ま
せ
ん
か
。

そ

し
て
も
う
一
つ
、「
出
会
い
」
と
い

う
も
の
を
大
切
に
し
た

い
と
思
う
の
で

す
。
人
生
八
十
年
、

い
っ
た
い
何
人
の

人
と
の
出
会
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

二
十
歳

と
は
い
っ
で
も
、
人
間
的
に
は

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
分
が
多
い
私
で
す

。

そ
の
未
熟
さ
を
、
人
と
の
出
会
い
に
よ

っ
て
、
そ
の
人

か
ら
い
ろ
ん
な
も
の
を

吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
き

た
い
。
そ
う
思
う
の
で
す
。

『
二
十
歳
』
イ
コ

ー
ル
「
責
任
」
。

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
も

常
に
念
頒
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。
驚
に
自

覚
を
持
っ
て
、
責

任
あ
る
行
動
、
責
任
あ
る
生
き
方
を
し

て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
二
十
年
閥
肓
て
て
く
れ
た

両

親
、
諸
先
生
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま

す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

社会人としての

新しいスタート

成 人 と法 律

〈
親

権

・
後
見
と

扶

養
〉

未
成
年
者
は
、
親
栂
に
服
し
て
い
ま

す
。
親
椹
と
は
、
親
が
未
成
熟
の
子
を

養
育
し
、
子
の
財
産
を
管
理
す
る
な
ど

の
関
係
を
い
い
ま
す
。
子
が
成
年
に
遣

す
る
と
、
親
権
は
終
了
し
ま
す
。

親
椪
が
終
了
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

子
が
一
人
加
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
一
人
前
に
な
っ
て
も
、
親
子
は

互
い
に
扶
養
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
学
生
が
。
成
人
後
も
引

き
’絖
い
て
仕
送
り
な
ど
を
受
け
る
場
合

は
、
法
律
的
に
は
。
親
権
の
作
用
と
し

て
の
養
育
で
は
な
く
、
観
子
間
の
扶
養

義
務
に
暮
づ
く
も
の
だ
と

い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

未
成
年
者
に
観
が
い
な
い
場
合

な
ど

に
、
後
兇
人
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
後
見
人
は
、
観
権
書
に
代

わ
る

役
別
を
し
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
も
。
子

が
成
年
に
遠
す
る
と
終
了
し
ま
す
。
そ

の
場
合
、
後
見
人
で
あ
っ
た
人
は
、
管

理
し
て
い
た
子
の
財
産
に
つ
い
て
。
き

ら
ん
と
し
た
計
算
を

す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

〈
婚
　

姻
〉

男
子
は
十
八
歳
、
女
子
は
十
六
歳

に

な
れ
ば
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、

未
成
年
の
う
ち
は
。
父
母
の
同
意

が
必

要
で
す
。
こ
れ
は
、
判
断
能
力
が
ま
だ

十
分
で
な
い
未
成
年
者

が
、
軽
率
な
婚

姻
を
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

成
人
に
な
る
と
、
父
母
の
同
意
は

い

り
ま
せ
ん
。
二
十
歳
に
な
れ
ば
、
も
う

そ
の
よ
う
な
心
配
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
す
。

〈
財
産

の
取
引

〉

未
成
年
者
は
。
自
分
の
財
産
が
あ
っ

で
も
、
そ
れ
を
自
分
だ
け
の
意
思
で
自

由
に
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

成
人
に
な
る
と
。
ひ

と
り
の
意
思
で
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
金
銭
の
借

り
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と

で
す
。

こ
れ
は
、
成
年
に
遼
す
れ
ば
、
取
引

に
伴

う
利
害
梓
失
を
自
分
で
判
断
で

き

る
と
い
う
前
提
に
た
っ
て
い
る
も
の
で

す
。



募
集
作
文
発
表

明
る

い
家
庭

小
坂
小
学
校
　
五
年
　
　

高
野
武
志

ぽ
く
の
う
ち
は
、
お
と
う
さ
ん
と
お

に
い
ち
や
ん
と
ぽ
く
の
三
人
家
族
で
す
。

と
い
う
の
は
、
ぽ
く
の
ｔ
は
毋
が
い
’な

い
の
で
す
。

お
と
と
し
の
一
月

、
ぼ
く
が
二
年
生

で
お
に
い
ち

や
ん
が
四
年

生
の
と
き
、

と
つ
ぜ
ん

病
気
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

学
校
に
い
っ
て
先
生
に
い
ろ

い
ろ
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

お
と
う
さ
ん
は
、
朝

お
き
て
、
ご
は

ん
の
よ
う
い
や
せ
ん
た

く
を
し
ま
す
。

旱
い
と
き
は
田

畑
に
い
っ
て
靭
仕

事
を

し
て
掌
に
帰
り
、
掌
校
の
よ
う

い
を
し

て
く
れ
ま
す
。

一
番
こ
ま
る
の
は

さ
い
ほ
う
だ
そ
う

で
す
。
こ
の
四
月

だ
っ
た
か
、
お
に
い

ち
や
ん
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
の
県

北
と
いχ「
じ
を
つ
け
る
の
に
、
男
な
の

で

ぬ
っ
て
は
と
り
、
や
り
な
お
し
を
し

た
り
、
お
そ
く
ま
で

か
か
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
に
お
そ
く
ま
で
か
け
て
や

っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
ま
が
っ
て

い
ま
す
。

ご
は
ん
な
ど
も
、
お
か
あ
さ
ん
が
な

く
な
っ
た
こ
ろ
は
、
ま
い
日
お
ん
な
じ

も
の
ば
か
り
で
、
あ
き
て
し
ま
い
そ
う

で
し
た
。
で
も
い
ま
は

。
ま
い
日
考
え

て
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
え
は
、
こ

れ
に
も
ん
く
を
賃
っ
て

い
ま
し
た
が
、

い
ま
は
な
れ
ま
し
た
。
よ
そ
の
家
は
お

か
あ
さ
ん
が
い
て
、
夕
方
早
く
か
ら
ご

ち
そ
う
を
つ
く
り
ご
は
ん
に
す
る
の
で

す
が
、
ぽ
く
の
う
ち
は
。
お
と
う
さ
ん

が
の
ら
し
ご
と
に
出
て
。
た
く
さ
ん
し

ご
と
を
し
て
か
ら
家
に
帰
っ
て
よ
う
い

を
す
る
の
だ
か
ら
、
お
そ
い
な
ん
て
も

ん
く
を
い
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
き

よ
う
一
日
の
こ
と
を
話
し
な
が
ら
た
べ

る
の
が
、
一
日
の
中
で
い
ち
ば
ん
楽
し

い
と
き
で
す
。

と
き
ど
き
、
世
の
中
に
は
ぽ
く
ら
よ

り
ふ
こ
う
な
人
が
い
る
ん
だ
ろ
う
と
考

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ぽ
く
の
家
に

は
。
お
に
い
ち
や
ん
や
お
と
う
さ
ん
が

い
る
、
も
し
お
に
い
ち
や
ん
と
お
と
う

さ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
ら
さ
び
し
い
だ

ろ
う
な
ｅ

む
か
し
は
、
戦
命
で
兄
弟
が
わ
か
れ

わ
か
れ
に
な
っ
た
り
死
ん
だ
り
し
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
い
ま
は
戦
争
が
な
い

け
ど
、
交
通
事
故
で
死
ん
だ
り
、
大
け

が
を
し
た
り
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ぼ
く
よ
り
不

睾
な
人
が
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。一

日
一
日
を
だ

い
じ
に
、
お
か
ゐ
さ

ん
の

い
る
家
庭
に
ま
け
な
い
よ
う
な
家

庭
、
ほ
が
ら
か
で
た
の
し
い
家
庭
を
作

り
た
い
と
、
ぽ
く
は

い
つ
も
思
っ
て
い

ま
す
。

一
生
け
ん
め
い
勉
強
を
し
て
、
世
の

中

の
た
め
に
や
く
だ
つ
人
に
な
り
た

い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
。
く
ろ
う
の

多
い
お
と
う
さ
ん
に
、
早
く
大
き
く
な

っ
ｆ

贓
孝
行
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

歳末助け合い運動

ご 協 力 あ り が と う ご ざい ま し た

めぐまれない人々におもいやりや励ましをおく

る歳末助け合い連動にご協力下さいましてありが

とうございました。

みなさまの温い義援金は次のように使わせてい

ただきました。

昭和53年度　 歳末 たすけあい募金配 分内訳書

計969  .904円

橦　　　　 別 配 分 金 額 対 象 者 数

被保蹼世帯見舞金 121,000円 29t1 脣F
58 人

要保護世帯 264,0(X) ｰ 53. 人

長期結檳入院患者 15 , 0 ５人

精神病入院患者 .08 34人

鵯孛遺児家庭 78，000 26世帯

交通遺児家郷 ０ ０

腎臓機能殫書者 15 , 08 ５人

不乖児(者) 3.08 １人

持別児童扶養手当受給者 9.000 ３人

在宅重度心身障書書 96 , 08 32人

ねたきり老人 141.000 47人

老人福拾痼設入所者 32 , 08 16人

救钁施設入所者 6.08 ３人

‘精薄児(者)施設入所者 18.08 ９人

身陣児(書)施般入所者 6,000 ３人

贊鏝施股入所者 2. OOO １人

一人暮老人 6  08 23人

緊恵配分準備金 26.904

合　　　　 計 969 , 904

善
意
の
窓

鮫
末
助
け
脅
い
募
金

Ｏ
役
場
職
員

ク
ラ
ブ

町
職
員

労
働
組
合

二
万
四

、
五
〇
〇
円

Ｏ
料
理
研
突
会
（
代
表
黒
田
君
子
さ
ん
）

三
．
０
０
０
円

○
県
北
中
学
校
生
徒
会
一
同

三
万
二
．
八
九
七
円

町
社
会
禰
祉
協
議
会
へ

Ｏ
菊
地
消
さ
ん

（
塚
野
目
字
北
寺
田
六
ノ
三

）

三
十
万
円

カ
ッ
プ
ル
誕

生氏
　

名
　

部

罵
（
痾
住
所
）

黒
田

正
一
　
上

野

齋
籐

英
子

褊
鳥
市

齊
藤

規
推

第

八

松
原

勇
子

桑
折
町

鈴
木

耕
治

川

内

三
瓶

恵
子

福
鳥
市

後
蓐

澄
男

大
町
南

紺
野
カ
ツ
子

桑
折
町

斎
藤
　
一
郎

第

三

慘
《
間
よ
し
子

鶉

町

織
田

敏
鑓

福
鳥
市

桜
澤
美
沖
子

光
明
寺

※
も
し
た
こ
や
ひ
こ
う
き
が
電
線
に
ひ

っ
か
か
っ
た
と
き
は
近
く
の
東
北
電

カ
ヘ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

電線の近くでたこあげやひこ
うき遊びはやめましょう。



お
知
ら
せ

健
康
の
よ
ろ
こ

び
を
献
血
へ

２
月
1
6日
採
血
車
来
町

移
助
探
血
車
「

い
ず
み
号
」
が
二
月

十
六
日
（
金

）
わ

が
町
に
や
っ
て
き
ま

す
。血

液
は
代
替
物
が
な
く
。
お
金
で
賈

う
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
健
康
な
と
き

に
献
血
を
し
て
お
け
ば
、
い
ざ
と
い
う

と
气

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
知

人
も
優
先
的
に
輸
血
を
受
け
る
さ
と
が

で
き
ま
す
。

献
血
は
貯
金
と
同
じ
。
毎
日
の
仕
事

を
安
心
し
て
行
う
た
め
に
も
、
献
血
し

て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

期

日
二
月
十
六
日
（
金
）

鳩
所
と
時
間

○
国
見
町

農
協
前

午
前
９
時
3
0
分
1
1
0
時
3
0
分

○
国
見
町
役
場
加

午
前
1
0時
3
0
分
1
1
1
時
3
0
分

○
国
兄
電
子
前

午
後
１
時
Ｉ
３
時

住
宅

金

融
公
庫

の
ご
利

用

を

財
形
貯
蓄
の
勤
労
者

住
宅
金
融
公
庫
で
は
。
財
形
貯
蓄
を

し
て
い
る
勤
労
者
（
三
年
以
上
行

い
、

そ
の
残
高
が
五
十
万
円
以
上
あ
る
方
）

を
対
象
に
、
財
形
住
宅
融
資
の
申
込
み

受
付
を
昭
和
五
十
四
年
二

月
二
十
八
日

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
髄
資
は
、
公
庫
の
一
般
個
人
住

宅
融
資
な
ど

と
あ
わ
せ
て
利
用
す

る
こ

と
が
で
き
。
こ
の
場
合
、
財
形
住
宅
融

資
の
申
込
み
は
住
宅
が
竣
工
す
る
ま
で

で
す
。（

た
だ
し
、
住
宅
の
竣
工

が
昭
和

五
十
四

年
三
月

か
ら
六
月

ご
ろ

に
な
る

予
定
の
場
合

は
、
昭
和
五
十
四
年
二
月

二
十
八
日
ま
で

に
申
込
ん
で
下
さ

い
）。

融
資
限
度
額

財
形
貯
蓄
高
の
三
倍
。

そ
の

頡
が
一
、
五
呂

万
円
を
超
え
る

場
合
は
、
一
、
｀
呂

万
円

が
限
度
。

利
　

率

年
六
・
三
二
％

今
後
の
金
融
情
勢
の
変
助
に
よ
り

変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

返
済
期
間

新
築
住
宅
・：
木
造
2
5年
以
内
、
簡
易

耐
火
構
追
3
0年
以
内
。

耐
火
構
造
3
5年
以
内

中
古

住
宅
・：
2
0年
以
内

住
宅
改
良

。：
1
0年
以
内

返
済
方
法

元
利
均
等
毎
月
払
い
、
ま
た
は
元
利

均
等
毎
月
払
い
と
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の

併
用
。

※
く
れ
し
い
こ
と
は
、
公
庫
業
務
取
扱

金
融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

税

の

相

談

は

お

気

軽

に

今
年
も
贈
与
税
や
所
得
税
の
申
告
時

期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
所
得
の

計
算
や
税
額
の
叶
算
な
ど
で
相
談
し
た

い
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
気
軽
に
相
談
で
き
る
税

務
相
鮫
の
窓
口
を
脱
明
し
ま
し
ょ
う
。

（
税
務
相
談
晝
》

国
税
局
の
税
務
相
談
の
窓
口
と
し
て

福
鳥
税
務
署
内
（
９
１
『
3
3
四
八
一

こ

に
税
務
相
談
室
分
室
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

（
税
務
署
で
の
相
談
》

税
務
署
は
、
申
告
等
を
直
接
受
付
け

て
処
理
す
る
窓
口
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
税
金
の
相
談
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
職
員
が
お
た
ず
ね
に
お
答
え

し
て
い
ま
す
。

お

わ

び

と

訂

正

昨
年
十
二
月
号
に
お
い
て
。
ニ
ペ
ー

ジ
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」

の
郵
便
投
票
証
明
縊
の
有
効
期
聞
は
四

ヵ
月
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
四
ヵ
年

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
ぴ
し
て
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

蕚

1
2
nり中

に

履

け
ら

れ

た

方
（

敏

称

略

）

（

父

の

氏

名

）
（

子

の

名

）
（

部

落

）

大

沼

三

郎

哲

也

貝

田

神

林
　

哲
　

圭
　

泉

田

上

小

山

和

美
　

一
　

也

板

橋

高

檎

長

俊

和

志

貝

田

松

浦

万

助

佳

奈

子

大

木

戸

八

島

敏

雄

繿

｝
郎

高

城

秦
　

文

俊

寒

宏

海

山

佐

庫

正

美

弘

美

本

町

吉

田

良

一
　

久

美

子

宮

前

安

藤
　

修

祐

紀

泉

田

上

斎

藤
　

樹

奬

樹

徳

江

北

齋

藤

辰

男

利

夫

石

毋
田
西

佐

藤

良

明
　

辛
　

泉

田

上

９

沢

牧

男

真

由

美

光

明

寺

志

村

清

司

智

之

高

城

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

Ｗ

吊

に
届
け
ら
れ
た
方
（
敬
称
略
）

（
氏

名
）
　

｛
年
齢
｝

（
部
落
）

高
原
　

圓
吉
　
6
8
　

小

坂

佐
藤
　
（

ル
　
7
2
　

山
崎
館

葡
地

久

讚
 田
 曇

八
鳥
雄
一
郎
　

０
　

高

城

佐
藤

敵
男
　
6
4
　

大
町

甫

安
孫
子
ミ
エ
　
8
1
　

泉
田
上

佐
藤
源
一
郎
　
8
2
　

原

町

編

集

日

記

○
年
末

に
言

が
陣
っ
た
も
の
の
、
お
正

月
以
来
ず

っ
と
晴
天
の
日
が
統
い
て

い

る
。
毎
年
今
ご
ろ
は
、
福
鳥
盆
地
特
有

の
厳
し
い
冷
え
込
み
で
ふ
る
え
て
い
る

の
だ
が
、
こ
ん
な
に
あ
た
た
か
い
年
は

一一
千

年
ぶ
り
と
も
四
十
年
ぷ
り
と
も

い

わ
れ
て

ぃ
る
。
今
年
一
年
も
、
こ
の
空

の
よ
う
に
平
穏
で
明
る
い
年
で

あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
う
。

○
今
年
は
米
（
ひ
つ
じ
）
年
。
昔

か
ら

羊
は
い
け
に
え
と
し
て
神
の
供
物
に
さ

れ
て
き
た
。
日
本
で
は
古
代
の
推
古
天

息
時
代
に
渡
来
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る

が
、
農
耕
民
族
の
日
本
で
は
あ

ま
り
発

達
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
少
し
前
ま
で
は
こ
の
あ

た
り
で
も
羊

盒

飼
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、

今
で
は
も
う
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
た
ま
に
お
目
に
か
か

る
と
き
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
の
中
で
の

変
わ
り
は
て
た
姿
だ
っ
た
。

○
終
り
に
一
言
。
「
今
年
こ
そ
、
ど
こ

か
に
ウ
メ
エ
ー
話
は
な
い
も
の
か
な
あ
い

『
い
や
い
や
、
せ
め
て
人
に
メ
エ
ー
わ

く
を
か
け
な
い
で
生
き
て

い
こ
う
よ
Ｊ
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